
実践例 小山市立乙女中学校 
 
教科・科目等 社会科・公民的分野（３学年） 
 
本時の目標  
現代社会の男女の平等について科学的に考察し、性別問わず自分らしく生きるためにどのよ
うなことが大切か判断し、表現することができる。 
 
育てたい資質・能力等  
男女の権利がそれぞれ守られ、自分らしく生きるためにはどのようなことが大切であり、必
要か考える。（判断力） 
 
教材 「人権の窓」（男女共同参画編）レガシー版（中学生用）、人権作文 

 
展開  
●級友の人権作文を黙読する。 
●現代社会の男女の差を考え、男女雇用機会均等法及び男女共同参画社会基本法について、
教科書やワークシートを使って学習する。 
●「人権の窓」（男女共同参画編）を活用し、ジェンダー平等や日本のジェンダーギャップ
指数などを理解する。 
●性別を問わず「自分らしく」生きるためにはどのようなことが必要か考え、話し合う。 

    
  ↑活動の様子 
 
 
 
 
 
   ↓生徒の意見 
 

  

 

 


